



































































(1) It’s cold in here. (c.i. Shut the window) (B&L: 215) 
B&L のポライトネス理論の中心となるのは、フェイス（face）の概念である。フェイス
とは「すべての構成員が自分のために要求したいと願う公的な自己イメージ（the public self-







ド・オン・レコード（bald on record、以下 BoR）、聞き手のポジティブ・フェイスに配慮
するポジティブ・ポライトネス・ストラテジ （ーpositive politeness strategy、以下 PPS）、
聞き手のネガティブ・フェイスに配慮するネガティブ・ポライトネス・ストラテジ （ーnegative 




P）、当該文化における FTAの負担度（Rank of imposition, Rx）によって算出される。 
Wx = D(S,H) + P(H,S) + Rx   (B&L: 76) 
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２．２ Culpeper（1996, 2005）のインポライトネス理論  
B&L はフェイス侵害を緩和するためのストラテジーを論じているが、それとは逆にフェ
イスを攻撃するインポライトネスを考察したのが Culpeper（1996, 2005）、Culpeper et 
al.（2003）で、B&Lのポライトネス理論にもとづき、インポライトネスが発生する場合を
以下のように説明する。 
Impoliteness comes about when: (1) the speaker communicates face 
attack intentionally, or (2) the hearer perceives and/or constructs 
behavior as intentionally face-attacking, or a combination of (1) and (2). 
(Culpeper 2005: 38) 
Culpeper（1996）は、あえて FTAを行うための、補償行為をせず、意図的に FTAを行
う Bald on impoliteness（BoRI）、聞き手のポジティブ・フェイスを脅かす Positive 
impoliteness（PIP）、聞き手のネガティブ・フェイスを侵害する Negative impoliteness（以













になり、ST の異国要素が TT に残らない。これが自国化翻訳である。自国化翻訳の場合で
は、読者は TTが翻訳テキストであることがはっきり認識できない。それに対して、異国化



















                                                       
1 DVD版『ナオミとカナコ』（フジテレビジョン、2016、収録時間は会計 558分） 
2 DVD版『お義父さんと呼ばせて』（関西テレビ放送、2016、収録時間は会計 423分） 
3 DVD版『戦う！書店ガール』（関西テレビ放送、2015、収録時間は会計 415分） 
4 DVD版『結婚しない』（フジテレビジョン、2013、収録時間は会計 516分） 






















(1) 同僚が葉菜子の部下のことについて葉菜子をなじる （Ps=Ph, D中） 
原文：「だから 本人の希望通り やめてもらえばよかったのに」 
訳文：“所以说按她本人的意愿离职算了。” 
（だから本人の希望通り辞職してもらえばよかったのです。） 





































































(2) 加奈子は達郎に依頼する （Ps<Ph, D小） 




























































NPS PPS BoR 合計 
Off-R 110(103) 6 0 52 168 
NPS 0 388 9 121 518 
PPS 0 6 33 23 62 
BoR 0 8 0 44 52 
合計 110(103) 408 42 240 800 














(5) 花澤は大道寺が働く会社を馬鹿にする （Ps(B)>Ph(A), D中） 













(6) 孫が祖父に文句を言う （Ps<Ph, D小） 
原文： 「俺のベッドも毛布も勝手に取るし  もう 勘弁してよ。全然眠れないよ」 
訳文： “自说自话就用我的床和毯子，饶了我吧 根本没法睡。” 
（俺のベッドも毛布も自分勝手に使って、勘弁してよ、全然眠れない。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 02:55） 
PIPには、軽蔑表現と蔑称の使い、締め出し、不適当なアイデンティティ・マーカーの使
用、タブーの言葉や無関心や無関係を示す表現という六つのストラテジーがあり、日本語原





















(8) 花澤が大道寺に罵る （Ps>Ph, D中） 
原文： 「やかましい  やかましい  やかましい。」 
訳文：“无耻，卑鄙，可恶。” 
（下劣、恥知らず、憎らしい） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 22:32） 
日本語原文と中国語字幕のインポライトネス表現の特徴は以下のようにまとめられる。 
類型 FTAが同じ訳出 FTAが強い訳出 FTAが弱い訳出 合計（割合） 
SMP 7 6 1 14 (12.50%) 
NIP 10 2 0 12 (10.71%) 
PIP 49 10 6 65 (58.04%) 
BoRI 16 5 0 21 (18.75%) 




























ベートな質問は、日本社会では負担度 Rx の高い FTA となりうるが、中国社会では必ずし
もそうではないのである。 
FTA の重さは P、D、Rx 値の合計である Wxの数値によって決まるから、Wxの全般的
レベルは中国社会より日本社会のほうが大きい。Wxが大きくなる日本社会では、より丁寧
なポライトス・ストラテジー（Off-Rや NPS）が用いられ、Wxが相対的に小さい中国社会
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論文審査の結果の要旨 
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 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
 
本 論 ⽂ は 、 対 ⼈ 関 係 に お け る 配 慮 （ ポ ラ イ ト ネ ス ） や 攻 撃 （ イ ン ポ ラ イ ト ネ ス ） の 表
現 が 、 字 幕 に ど う 翻 訳 さ れ て い る か 、 な ぜ そ の よ う に 翻 訳 さ れ る の か を 探 る こ と を ⽬ 的
と す る 。 対 ⼈ 関 係 へ の 「 等 価 な 配 慮 ・ 攻 撃 」 が ど の よ う に 実 現 さ れ る の か は 、 翻 訳 お よ
び 翻 訳 論 に と っ て ⼤ き な 課 題 の ⼀ つ で あ る だ け で な く 、 ポ ラ イ ト ネ ス 研 究 や ポ ラ イ ト ネ
ス 教 育 に も ⼤ き く 役 ⽴ つ た め で あ る 。 特 に ⽇ 本 の テ レ ビ ド ラ マ の 台 詞 が ど の よ う な 中 国
語字幕になっているかに注⽬した点に本研究の特徴がある。 
第 １ 章 か ら 第 ４ 章 で 、 研 究 の 背 景 と ⽬ 的 、 研 究 課 題 、 理 論 的 枠 組 み に つ い て 概 観 し た
後 、 第 ５ 章 と 第 ６ 章 で は ポ ラ イ ト ネ ス と イ ン ポ ラ イ ト ネ ス を 豊 富 な ⽤ 例 を も と に 詳 細 に
分 析 し て い る 。 最 後 に 第 ７ 章 で は 、 ⽇ 本 と 中 国 の ポ ラ イ ト ネ ス と イ ン ポ ラ イ ト ネ ス の 違
い と そ の 理 由 を ⽂ 化 の ⾯ か ら 考 察 し 、 さ ら に 翻 訳 理 論 の 観 点 か ら 中 国 語 字 幕 の ス ト ラ テ
ジーを分析している。 
審 査 会 で は 、 ポ ラ イ ト ネ ス 理 論 の 的 確 な 理 解 を ベ ー ス に 、 字 幕 翻 訳 に お け る 情 報 伝 達
を 新 し い 視 点 か ら 分 析 し 、 新 た な 知 ⾒ を 得 た 点 が ⾼ く 評 価 さ れ た 。 特 に イ ン ポ ラ イ ト ネ
ス 研 究 は 今 世 紀 に ⼊ っ て か ら よ う や く 本 格 的 に 始 ま っ た ば か り で あ り 、 こ れ だ け ⼤ 量 で
具 体 的 な パ ラ レ ル テ ク ス ト に 基 づ く デ ー タ を 収 集 し 分 析 し た こ と は 、 こ の 分 野 に お け る
⾮ 常 に 重 要 な 貢 献 で あ る と ⾔ わ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 等 価 な 翻 訳 が 求 め ら れ る は ず
の 字 幕 に お い て 、 し ば し ば 原 ⽂ よ り も ⼀ 段 階 丁 寧 さ に 劣 る 表 現 が ⽤ い ら れ た り 、 原 ⽂ よ
り も 激 し い イ ン ポ ラ イ ト ネ ス ・ ス ト ラ テ ジ ー が ⽤ い ら れ た り す る こ と を 発 ⾒ し 、 こ れ を
ポライトネスと翻訳の両⾯から説得⼒のある説明をしている点も評価された。 
翻 訳 研 究 と し て は 、（ イ ン ） ポ ラ イ ト ネ ス が 対 ⼈ 関 係 を 表 す も の で あ る た め 、 単 純 に
同 じ よ う な 丁 寧 さ の レ ベ ル で 訳 し て し ま う と 、 視 聴 者 に 誤 解 を 招 く 恐 れ が ⽣ じ る 。 こ の
ことを踏まえた⾃国化翻訳と異国化翻訳のバランスを、豊富な⽤例で⽰している。 
そ の ⼀ ⽅ で 、 具 体 的 な （ イ ン ） ポ ラ イ ト ネ ス の ⽐ 較 で は 、 と も す れ ば 事 実 の 報 告 に と
ど ま り 、 深 い 議 論 が 不 ⾜ し て い る 箇 所 が 散 ⾒ さ れ た 。 デ ー タ が 興 味 深 い だ け に 、 も っ と
掘 り 下 げ る こ と が で き な か っ た の は 惜 し ま れ る が 、 こ の 点 は 今 後 の 研 究 の 発 展 に 期 待 す
べきであると判断された。 
以 上 、 本 論 ⽂ は 執 筆 者 が ⾃ ⽴ し て 研 究 活 動 を ⾏ う に 必 要 な ⾼ 度 の 研 究 能 ⼒ と 学 識 を 有
す る こ と を ⽰ し て い る 。 よ っ て 、 本 論 ⽂ は 、 博 ⼠ （ 国 際 ⽂ 化 ） の 学 位 論 ⽂ と し て 合 格 と
認める。 
